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【公表日】平成20年8月7日(2008.8.7)
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ   2/82     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ  31/00    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月8日(2008.10.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療装置であって、式：
【化１】

［式中、R1が、H又はAcであり;R2が、H、COPh又はCO(CH2)４CH3であり;かつ、R3が、Ph又
はOtBuであり、タキサンの類縁体が、パクリタキセルでもドセタキセルでもない］の該タ
キサンの疎水性類縁体を含有する薬剤を含む、医療装置。
【請求項２】
　請求項１の装置であって、前述の薬剤が、前記装置の本体にコーティングされているか
、該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の医療装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する該装置の表面又
は内部に組み込まれている、装置。
【請求項４】
　請求項２の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約0.
0001%乃至約30%の量で該コーティングに存在している、装置。
【請求項５】
　請求項３の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラクト
ンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポリ
ホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物か
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ら成る群より選ばれる、装置。
【請求項６】
　請求項３の装置であって、該装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリジ
メチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメタ
クリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエステ
ルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項７】
　請求項６の装置であって、前述の薬剤が、該装置の本体にコーティングされているか、
該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項８】
　請求項６の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する装置の表面又は内部に組み
込まれている、装置。
【請求項９】
　請求項７の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約0.
0001%乃至約30%の量で前記コーティングに存在している、装置。
【請求項１０】
　請求項８の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラクト
ンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポリ
ホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物か
ら成る群より選ばれる、装置。
【請求項１１】
　請求項８の装置であって、前記装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリ
ジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメ
タクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエス
テルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項１２】
　医療装置であって、式：
【化２】

［式中、Rは、OH、OCOPh又はOCO(CH2)4CH3である。］か、
又は

【化３】

［式中、Rは、OH、OCOPh又はOCO(CH2)4CH3である。］のタキサンの疎水性類縁体を含む薬
剤を含有する医療装置。
【請求項１３】
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　請求項１２の装置であって、前述の薬剤が、前記装置の本体にコーティングされている
か、又は該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項１４】
　請求項１２の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する該装置の表面又は内部に
組み込まれている、装置。
【請求項１５】
　請求項１３の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約
0.0001%乃至約30%の量で該コーティングに存在している、装置。
【請求項１６】
　請求項１４の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラク
トンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポ
リホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物
から成る群より選ばれる、装置。
【請求項１７】
　請求項１４の装置であって、前記装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポ
リジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチル
メタクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエ
ステルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項１８】
　請求項１７の装置であって、前述の薬剤が、該装置の本体にコーティングされているか
、該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項１９】
　請求項１７の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する該装置の表面又は内部に
組み込まれている、装置。
【請求項２０】
　請求項１８の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約
0.0001%乃至約30%の量で該コーティングに存在している、装置。
【請求項２１】
　請求項１９の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラク
トンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポ
リホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物
から成る群より選ばれる、装置。
【請求項２２】
　請求項１９の装置であって、該装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリ
ジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメ
タクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエス
テルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項２３】
　医療装置であって、式：
【化４】

［式中、Rは、H、メチル、又はエチルであり;かつR1は、H又はCO(X)である（式中、Xは、
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C2-C18アルキル、フェニル、CH2NHCO2tBu、CH2OMe、CH2NH2である）］のカンプトテシン
又はカンプトテシンの疎水性類縁体を含有する薬剤を含む、医療装置。
【請求項２４】
　請求項２３の装置であって、前述の薬剤が、該装置の本体にコーティングされているか
、又は該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項２５】
　請求項２３の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する該装置の表面又は内部に
組み込まれている、装置。
【請求項２６】
　請求項２４の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約
0.0001%乃至約30%の量で前記コーティングに存在している、装置。
【請求項２７】
　請求項２５の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラク
トンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポ
リホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物
から成る群より選ばれる、装置。
【請求項２８】
　請求項２５の装置であって、該装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリ
ジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメ
タクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエス
テルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項２９】
　請求項２８の装置であって、前述の薬剤が、該装置の本体にコーティングされているか
、該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項３０】
　請求項２８の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する装置の表面又は内部に組
み込まれている、装置。
【請求項３１】
　請求項２９の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約
0.0001%乃至約30%の量で該コーティングに存在している、装置。
【請求項３２】
　請求項３０の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラク
トンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポ
リホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物
から成る群より選ばれる、装置。
【請求項３３】
　請求項３０の装置であって、該装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリ
ジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメ
タクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエス
テルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項３４】
　医療装置であって、式：
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【化５】

［式中、R1が、Hであり、かつR2が、H又はCOPhである］のラパマイシン又はラパマイシン
の疎水性類縁体を含有する薬剤を含む、医療装置。
【請求項３５】
　請求項３４の装置であって、前述の薬剤が、該装置の本体にコーティングされているか
、又は該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項３６】
　請求項３４の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する該装置の表面又は内部に
組み込まれている、装置。
【請求項３７】
　請求項３５の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約
0.0001%乃至約30%の量で該コーティングに存在している、装置。
【請求項３８】
　請求項３６の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラク
トンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポ
リホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物
から成る群より選ばれる、装置。
【請求項３９】
　請求項３６の装置であって、該装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリ
ジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメ
タクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエス
テルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項４０】
　請求項３９の装置であって、前述の薬剤が、該装置の本体にコーティングされているか
、該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項４１】
　請求項３９の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する該装置の表面又は内部に
組み込まれている、装置。
【請求項４２】
　請求項４０の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約
0.0001%乃至約30%の量で該コーティングに存在している、装置。
【請求項４３】
　請求項４１の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラク
トンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポ
リホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物
から成る群より選ばれる、装置。
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【請求項４４】
　請求項４１の装置であって、該装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリ
ジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメ
タクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエス
テルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項４５】
　医療装置であって、式：
【化６】

［式中、Lは、
【化７】

である］の二量体を含有する薬剤を含む、医療装置。
【請求項４６】
　請求項４５の装置であって、前述の薬剤が、該装置の本体にコーティングされているか
、又は該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項４７】
　請求項４５の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する該装置の表面又は内部に
組み込まれている、装置。
【請求項４８】
　請求項４６の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約
0.0001%乃至約30%の量で該コーティングに存在している、装置。
【請求項４９】
　請求項４７の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラク
トンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポ
リホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物
から成る群より選ばれる、装置。
【請求項５０】
　請求項４７の装置であって、該装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリ
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ジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメ
タクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエス
テルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項５１】
　請求項５０の装置であって、前述の薬剤が、該装置の本体にコーティングされているか
、該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項５２】
　請求項５０の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する該装置の表面又は内部に
組み込まれている、装置。
【請求項５３】
　請求項５１の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約
0.0001%乃至約30%の量で該コーティングに存在している、装置。
【請求項５４】
　請求項５２の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラク
トンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポ
リホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物
からなる群より選ばれる、装置。
【請求項５５】
　請求項５２の装置であって、該装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリ
ジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメ
タクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエス
テルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項５６】
　医療装置であって、式：
【化８】

［式中、Rが、OMe、NHCHCH2、NH(CH2)6CH3、N(CH2)5、NCH2CHCH3、又はNHCH(CH3)(CH2)4C
H3である］のゲルダナマイシン又はゲルダナマイシンの疎水性類縁体を含有する薬剤を含
む、医療装置。
【請求項５７】
　請求項５６の装置であって、前述の薬剤が、該装置の本体にコーティングされているか
、又は該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項５８】
　請求項５６の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する該装置の表面又は内部に
組み込まれている、装置。
【請求項５９】
　請求項５７の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約
0.0001%乃至約30%の量で該コーティングに存在している、装置。
【請求項６０】
　請求項５８の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラク
トンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポ
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リホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物
から成る群より選ばれる、装置。
【請求項６１】
　請求項５８の装置であって、該装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリ
ジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメ
タクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエス
テルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項６２】
　請求項６１の装置であって、前述の薬剤が、該装置の本体にコーティングされているか
、又は該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項６３】
　請求項６１の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する該装置の表面又は内部に
組み込まれている、装置。
【請求項６４】
　請求項６２の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約
0.0001%乃至約30%の量で該コーティングに存在している、装置。
【請求項６５】
　請求項６３の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラク
トンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポ
リホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物
から成る群より選ばれる、装置。
【請求項６６】
　請求項６３の装置であって、該装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリ
ジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメ
タクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエス
テルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項６７】
　医療装置であって、式：

【化９】

［式中
(a):R1は、Hであり;R2は、Hである
(b):R1は、CO2Hであり;R2は、Hである
(c):R1は、CO2Hであり;R2は、COCH3である
(d):R1は、Hであり;R2は、COCH3である
(e):R1は、Hであり;R2は、CO(CH2)4CH3である
(f):R1は、Hであり;R2は、CO(CH2)10CH3である
(g):R1は、Hであり;R2は、CO(CH2)6(CH2CH=CH)2(CH2)4CH3である
(h):R1は、Hであり;R2は、CO(CH2)7CH=CH(CH2)7CH3である］のコンブレタスタチン又はコ
ンブレタスタチンの疎水性類縁体を含有する薬剤を含む、医療装置。
【請求項６８】
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　請求項６７の装置であって、前述の薬剤が、該装置の本体にコーティングされているか
、又は該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項６９】
　請求項６７の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する該装置の表面又は内部に
組み込まれている、装置。
【請求項７０】
　請求項６８の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約
0.0001%乃至約30%の量で該コーティングに存在している、装置。
【請求項７１】
　請求項６９の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラク
トンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポ
リホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物
から成る群より選ばれる、装置。
【請求項７２】
　請求項６９の装置であって、該装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリ
ジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメ
タクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエス
テルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項７３】
　請求項７２の装置であって、前述の薬剤が、該装置の本体にコーティングされているか
、又は該装置の内部に組み込まれている、装置。
【請求項７４】
　請求項７２の装置であって、前記薬剤が、ポリマーの存在する該装置の表面又は内部に
組み込まれている、装置。
【請求項７５】
　請求項７３の装置であって、前述の類縁体が、前述のコーティングの重量に関して、約
0.0001%乃至約30%の量で該コーティングに存在している、装置。
【請求項７６】
　請求項７４の装置であって、前述のポリマーが、ラクトンベースのポリエステル、ラク
トンベースのコポリエステル;ポリアンハイドライド;ポリアミノ酸;ポリサッカライド;ポ
リホスファゼン;ポリ(エーテルエステル)コポリマー、及びそのようなポリマーの混合物
から成る群より選ばれる、装置。
【請求項７７】
　請求項７４の装置であって、該装置が、ステントであって、かつ前記ポリマーが、ポリ
ジメチルシロキサン;ポリ(エチレン)ビニルアセテート;ポリ(ヒドロキシ)エチルメチルメ
タクリレート、ポリビニルピロリドン;ポリテトラフルオロエチレン;及びセルロースエス
テルから成る群より選ばれる、装置。
【請求項７８】
　式：
【化１０】

［式中、R1が、H又はAcであり;R2が、H、COPh又はCO(CH2)4CH3であり;かつR3が、Ph又はO
tBuであり、タキサンの類縁体が、パクリタキセルでもドセタキセルでもない］のタキサ
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ンの類縁体。
【請求項７９】
　請求項７８のタキサンの類縁体であって、R1が、Hであり、R2が、CO(CH2)4CH3であり、
R3が、OtBuである、類縁体。
【請求項８０】
　請求項７８のタキサンの類縁体であって、R1が、Acであり、R2が、CO(CH2)4CH3であり
、かつR3が、OtBuである、類縁体。
【請求項８１】
　請求項７８のタキサンの類縁体であって、R1が、Acであり、R2が、COPhであり、かつR3
が、Phである、類縁体。
【請求項８２】
　請求項７８のタキサンの類縁体であって、R1が、Hであり、R2が、COPhであり、かつR3
が、OtBuである、類縁体。
【請求項８３】
　式：
【化１１】

［式中、R1が、H又はAcであり;R2が、H、COPh又はCO(CH2)4CH3であり;かつR3が、Ph又はO
tBuであり、タキサンの類縁体が、パクリタキセルでもドセタキセルでもない］のタキサ
ンの類縁体を含有する薬剤。
【請求項８４】
　請求項８３の薬剤であって、R1が、Hであり、R2が、CO(CH2)4CH3であり、かつR3が、Ot
Buである、薬剤。
【請求項８５】
　請求項８３の薬剤であって、R1が、Acであり、R2が、CO(CH2)4CH3であり、かつR3が、O
tBuである、薬剤。
【請求項８６】
　請求項８３の薬剤であって、R1が、Acであり、R2が、COPhであり、かつR3が、Phである
、薬剤。
【請求項８７】
　請求項８３の薬剤であって、R1が、Hであり、R2が、COPhであり、かつR3が、OtBuであ
る、薬剤。
【請求項８８】
　式：
【化１２】
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［式中、R1が、H又はAcであり;R2が、H、COPh又はCO(CH2)4CH3であり;かつR3が、Ph又はO
tBuであり、タキサンの類縁体が、パクリタキセルでもドセタキセルでもない］のタキサ
ンの類縁体を含有する、細胞増殖性疾患の治療用薬剤。
【請求項８９】
　請求項８８の治療用薬剤であって、薬剤のR1が、Hであり、R2が、CO(CH2)4CH3であり、
かつR3が、OtBuである、治療用薬剤。
【請求項９０】
　請求項８８の治療用薬剤であって、薬剤のR1が、Acであり、R2が、CO(CH2)4CH3であり
、かつR3が、OtBuである、治療用薬剤。
【請求項９１】
　請求項８８の治療用薬剤であって、薬剤のR1が、Acであり、R2が、COPhであり、かつR3
が、Phである、治療用薬剤。
【請求項９２】
　請求項８８の治療用薬剤であって、薬剤のR1が、Hであり、R2が、COPhであり、かつR3
が、OtBuである、治療用薬剤。


	header
	written-amendment

